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ノルドストリーム１、8月末から3日間供給停止　点検で

[１９日 ロイター] - ロシア国営ガスプロムは１９日、欧州に天然ガスを送る主要パイプライン「ノルドス

トリーム１」について、圧縮機の点検のため８月３１日から９月２日までガス供給を停止すると発表し

た。

ノルドストリーム１の稼働率はすでに２０％に低下しており、欧州のガス供給に一段の混乱が生じる恐れ

がある。

ガスプロムは、点検終了後に故障などがなければ、日量３３００万立方メートルの供給を再開する計画と

した。ノルドストリームの通常の輸送能力は日量１億６７００万立方メートル。

点検は独シーメンスと共同で行われるという。
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サハリン２新会社が始動、「生産と輸出継続」

ロシア極東の石油・天然ガス開発事業「サハリン２」の事業を引き継いだ新会社「サハリンスカヤ・エネ

ルギヤ」は１９日、業務を開始したと声明で発表した。生産と輸出は継続されているとしている。

サハリンスカヤ・エネルギヤのアンドレイ・オレイニコフ執行取締役は声明で「生産活動は完全に実施さ

れている」とし、全ての既存義務の履行を引き続き絶対的に優先すると表明。原油と天然ガスの生産量は

安定した水準に維持されており、２０２２年に承認されたスケジュールに従って買い手側に供給されてい

るとした。

サハリンスカヤ・エネルギヤは８月５日に登記。同社への参画について、従来の運営主体のサハリンエナ

ジーに出資していた三菱商事や三井物産などは９月初旬までに回答することになっている。
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資源インフレ、解けない鎖　分断で深まる供給制約

「喜ばしいことだ。ガソリン価格が1ドル以上下がっている」。バイデン米大統領は12日、こうツイートした。全米自動車協会（AAA）がまとめ

る平均価格は今月、5カ月ぶりに1ガロン（約3.8リットル）4ドルを割り込んだ。

ロシアのウクライナ侵攻で3月に一時1バレル130ドルを突破した原油相場は今、世界的な金融引き締めが招く景気鈍化と需要減少への警戒から90

ドル前後まで下落した。景気動向に敏感な銅も侵攻前に比べて2割下がり、穀物は同1割程度安くなった。金融市場で過度なインフレ警戒が和ら

ぎ、日経平均株価が一時2万9000円台を回復するなど国内外の株式相場も上向いている。空前の資源高は収束に向かっているのか。少なくとも商

品市場の関係者から楽観論は聞こえてこない。

生産能力5割失う

背景にはウクライナ侵攻と米欧の対ロシア制裁で、エネルギーを中心に資源の供給網が分断され、世界の商品市場が一変したことがある。欧州連

合（EU）ではロシア産石炭の輸入禁止措置が11日から発効した。さらにロシア産石油の輸入を段階的に減らして年末までに停止する。ロシア側

は中国やインドなど制裁に参加しない国に対して割安な原油や石炭を供給する一方、西側には天然ガスなどの供給を絞っている。

ロシア国営ガスプロムは7月下旬以降、ドイツにつながる主要パイプライン「ノルドストリーム」の供給量を8割削減。欧州の天然ガス価格は侵攻

前の3倍近くに高騰し、暖房需要が高まる冬場のガス不足を防ごうと各国は消費の削減を急ぐ。

エネルギー不足が直撃する業界の一つが、電力を多く消費する非鉄金属メーカーだ。欧州の業界団体のユーロメタルは7月下旬「さらに多くの設

備が永久閉鎖の危機にさらされる」と訴えた。同団体は「欧州では亜鉛とアルミの生産能力の5割が失われている」といい、欧米ではアルミがア

ジアより割高な価格で取引される場面が目立つ。

食料生産に不可欠な肥料のメーカーも危機に直面する。ノルウェーの肥料大手ヤラは7月、天然ガス価格の高騰を受けて「これまでに年間130万ト

ンのアンモニアと、肥料製品170万トンの生産能力を削減した」と明らかにした。肥料の不足と価格高騰は、穀物などの生産にも悪影響を及ぼ

す。ウクライナ産の輸出再開で高騰が一服した穀物価格も再上昇のリスクをはらむ。

慢性的な投資不足

新型コロナウイルス禍以降のサプライチェーンの混乱や脱炭素の潮流も尾を引いている。「石油セクターへの慢性的な投資不足が余剰生産能力を

低下させている」。石油輸出国機構（OPEC）とロシアなど非加盟の主要産油国で構成するOPECプラスは米国などが求める増産が進まない理由を

こう説明する。ナイジェリアなど一部の加盟国は生産目標割れが長引き、OPECプラス全体でも生産実績が計画に届かない。

供給網や労働市場の逼迫で資材費や人件費も上昇。好業績に沸く米エクソンモービルなど石油メジャーも投資には慎重だ。

制裁で物流も停滞する。英国を含む欧州は制裁に参加しない国と石油取引を続けるロシアの戦費調達を断つため、遅くとも12月から一定水準を上

回る価格で売買されたロシア産石油を積んだ船舶に保険を提供することも禁止する方針だ。

マーケット・リスク・アドバイザリーの新村直弘共同代表は「供給制約は新常態（ニューノーマル）になり得る。ロシアへの制裁に参加する西側

諸国とロシアと取引を続ける東側で、同じ物の価格が異なる『一物二価』の時代が到来するかもしれない」と指摘する。各国中銀の懸命な利上げ

は需要を冷やす効果はあっても供給制約の改善には効きづらい。資源供給の「鉄のカーテン」がインフレ鎮圧を阻む。
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